
C
D

F
A
認認

証証
済済

樹樹
木木

作作
物物

休休
眠眠

芽芽
のの

植植
物物

株株

台台
木木

株株
のの

種種
子子

F
P
S
のの

核核
果果

類類
のの

管管
理理

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム

4
0

5
品品

種種
のの

アア
ーー

モモ
ンン

ドド
、、

桃桃
、、

アア
ププ

リリ
ココ

ッッ
トト

、、
ササ

クク
ララ

ンン
ボボ

、、
台台

木木

F
P
S
のの

イイ
チチ

ゴゴ
のの

管管
理理

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム

•
組組

織織
培培

養養
しし

たた
イイ

チチ
ゴゴ

のの
植植

物物
株株

はは
$

2
0

0

•
2
-3
年 年

でで
>

2
5

0
万万

株株
まま

でで
増増

加加

•
ほほ

とと
んん

どど
のの

種種
苗苗

業業
者者

はは
、、

毎毎
年年

新新
しし

いい
組組

織織
培培

養養
株株

(イイ
チチ

ゴゴ
)のの

生生
産産

をを
開開

始始
しし

てて
いい

るる
。。

イイ
チチ

ゴゴ
のの

ウウ
イイ

ルル
スス

除除
去去

処処
理理

のの
手手

順順

無無
菌菌

チチ
ャャ

ンン
ババ

ーー
でで

のの
ママ

イイ
クク

ロロ
シシ

ュュ
ーー

トト
部部

のの
切切

除除

花花
芽芽

頂頂
端端

分分
裂裂

組組
織織

ママ
イイ

クク
ロロ

シシ
ュュ

ーー
トト

•
分分

裂裂
組組

織織
ドド

ーー
ムム

状状
構構

造造
とと

1
-2
組組

のの
葉葉

原原
基基

•
<

 0
.5

 m
m
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F
P
S
ババ

ララ
のの

管管
理理

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム

UC
B-

1 
ハ

イ
ブ

リ
ッ
ド

ピ
ス
タ

チ
オ
台

木

♀
Pi

st
ac

ia
at

lan
tic

a
x

♂
Pi

st
ac

ia
in

te
ge

rri
m

a
Dr

. L
ee

 A
sh

w
or

th
, U

CB
植

物
病

理
学

部

スス
モモ

モモ
属属

のの
ウウ

イイ
ルル

スス
除除

去去
処処

置置

1
. F

P
S
ブブ

ドド
ウウ

メメ
ソソ

ッッ
ドド

•
9
かか

月月
のの

培培
養養

•
2
種種

のの
培培

地地

•
低低

汚汚
染染

•
2
0
%

クク
リリ

ーー
ンン

2
. A

P
H

IS
スス

モモ
モモ

属属
メメ

ソソ
ッッ

ドド

•
1
4
かか

月月
のの

培培
養養

•
5
種種

のの
培培

地地

•
節節

点点
にに

よよ
るる

汚汚
染染

リリ
スス

クク

•
必必

要要
労労

力力
大大

(2
~

3
倍倍

)

•
1
0
0
%

 ク ク
リリ

ーー
ンン

D
e
n

n
y
 F

re
n

ch
 P

ru
n

e
(品品

種種
名名

)

ププ
ルル

ヌヌ
スス

ネネ
クク

ロロ
テテ

ィィ
ッッ

クク
輪輪

点点
ウウ

イイ
ルル

スス
P
ru

n
u
s 

n
e
cr

o
ti

c 
ri

n
g
sp

o
t 

v
ir

u
s 

(P
N

R
S
V

)にに
罹罹

患患
しし

てて
いい

るる

P
N

R
S
V

-i
n

fe
ct

e
d

 m
o

th
e
r 

p
la

n
t

C
o

ll
e
ct

 s
h

o
o

t 
ti

p
s
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Ip
o
m

o
e
a
 s

e
to

sa
(アア

ササ
ガガ

オオ
属属

のの
草草

花花
植植

物物
)にに

よよ
るる

指指
標標

葉葉
脈脈

透透
化化

がが
見見

らら
れれ

るる
I.
 s

e
to

sa

I.
 S

e
to

sa
にに

接接
木木

F
P
S
ササ

ツツ
ママ

イイ
モモ

のの
管管

理理
ププ

ロロ
ググ

ララ
ムム

ババ
ララ

ウウ
イイ

ルル
スス

のの
除除

去去
処処

置置

•
>
7
0
0
種種

のの
穂穂

木木
品品

種種

•
7
種種

のの
台台

木木
品品

種種

•
9
エエ

ーー
カカ

ーー

F
P
S
ババ

ララ
のの

管管
理理

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム
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農
業
開
発

クク
ロロ

ーー
ンン

作作
物物

かか
らら

のの
ウウ

イイ
ルル

スス
のの

迅迅
速速

なな
除除

去去

2
0
1
6
年

４
月

５
-６

日
シ

ア
ト

ル
に
て

開
催

–
B
M

G
F

イイ
ンン

ドド
・・

ウウ
ッッ

タタ
ルル

・・
ププ

ララ
デデ

ーー
シシ

ュュ
州州

ママ
ハハ

ララ
ジジ

ャャ
ガガ

ンン
ジジ

地地
区区

でで
のの

新新
品品

種種
米米

のの
収収

穫穫

N
C

P
N
クク

リリ
ーー

ンン
ププ

ララ
ンン

トト
セセ

ンン
タタ

ーー

取取
りり

扱扱
いい

・・
関関

連連
作作

物物

1
.
核
果
類
な
ど（

ス
モ
モ
亜
属
）

2
.
ブ
ド
ウ

3
.
ベ
リー
類

4
.
ホ
ップ

5
.
柑
橘
類

6
.
サ
ツ
マ
イ
モ

7
.
バ
ラ

O
th

e
rs

 i
n

te
re

st
e
d

 i
n

 j
o

in
in

g
w

w
w

.n
a
ti

o
n

a
lc

le
a
n

p
la

n
tn

e
tw

o
rk

.o
rg

•
クク

リリ
ーー

ンン
ププ

ララ
ンン

トト
セセ

ンン
タタ

ーー
、、

科科
学学

者者
、、

教教
育育

者者
、、

州州
やや

連連
邦邦

政政
府府

のの
規規

制制
当当

局局
、、

生生
産産

者者
(栽栽

培培
家家

)、、
種種

苗苗
業業

者者
にに

よよ
るる

全全
国国

的的
なな

ネネ
ッッ

トト
ワワ

ーー
クク

•
種種

苗苗
業業

者者
やや

生生
産産

者者
向向

けけ
にに

栄栄
養養

繁繁
殖殖

作作
物物

（（
無無

性性
生生

殖殖
））

のの
健健

全全
なな

植植
物物

株株
をを

提提
供供

すす
るる

ここ
とと

をを
目目

的的
とと

しし
てて

いい
るる

。。

N
a
ti

o
n

a
l 

C
le

a
n

 P
la

n
t 

N
e
tw

o
rk

 
(N

C
P
N

)
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補
足
説
明

Th
an

k 
yo

u!

ジジ
ャャ

ガガ
イイ

モモ
ヤヤ

ママ
イイ

モモ

ササ
ツツ

ママ
イイ

モモ
キキ

ャャ
ッッ

ササ
ババ

ババ
ナナ

ナナ

少少
なな

くく
とと

もも
5～～

10
種種

類類
のの

ウウ
イイ

ルル
スス

がが
世世

界界
のの

食食
糧糧

にに
関関

すす
るる

不不
安安

定定
ささ

にに
関関

与与
しし

てて
いい

るる

C
o

u
rt

e
sy

 o
f 

L
. K

u
m

a
r,

 C
G

IA
R

•
ババ

ナナ
ナナ

、、
キキ

ャャ
ッッ

ササ
ババ

、、
ジジ

ャャ
ガガ

イイ
モモ

、、
ササ

ツツ
ママ

イイ
モモ

、、
ヤヤ

ママ
イイ

モモ
はは

植植
物物

組組
織織

をを
利利

用用
しし

てて
増増

殖殖
(栄栄

養養
生生

殖殖
)ささ

せせ
たた

重重
要要

なな
主主

食食
でで

ああ
るる

。。

•
繁繁

殖殖
資資

材材
をを

介介
しし

たた
ウウ

イイ
ルル

スス
感感

染染
はは

、、
種種

子子
にに

よよ
るる

繁繁
殖殖

をを
含含

むむ
、、

今今
後後

のの
品品

種種
改改

良良
にに

よよ
るる

形形
質質

転転
換換

やや
育育

種種
にに

おお
けけ

るる
主主

要要
なな

課課
題題

でで
ああ

るる
。。

C
o
u
rt

es
y 

o
f 

L.
 K

u
m

ar
, 

C
G

IA
R

キキ
ャャ

ッッ
ササ

ババ
ササ

ツツ
ママ

イイ
モモ

ヤヤ
ママ

イイ
モモ

ジジ
ャャ

ガガ
イイ

モモ
ババ

ナナ
ナナ

茎茎
部部

蔓蔓
(つつ

るる
)

種種
イイ

モモ
種種

イイ
モモ

吸吸
芽芽
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F
P
S
 のの

ププ
ロロ

トト
ココ

ルル
2

0
1

0
チチ

ェェ
ッッ

クク
ウウ

イイ
ルル

スス
リリ

スス
トト

ウ
イ
ル
ス

36
種
、
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
、
ピ
ア
ス
病

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
品
種
の
選
定
と
ク
ロ
ー
ン
の
歴
史

•
1

8
5

0
年年

代代
苗苗

木木
商商

やや
生生

産産
者者

がが
東東

海海
岸岸

やや
欧欧

州州
かか

らら
欧欧

州州
品品

種種
をを

輸輸
入入

•
1

8
7

4
年年

高高
品品

質質
なな

ワワ
イイ

ンン
をを

造造
るる

たた
めめ

適適
性性

品品
種種

のの
長長

期期
的的

なな
研研

究究
（（

U
C
ババ

ーー
クク

レレ
ーー

校校
））

•
1

9
0

0
−3

0
年年

カカ
リリ

フフ
ォォ

ルル
ニニ

アア
大大

学学
デデ

ィィ
ヴヴ

ィィ
スス

校校
でで

ワワ
イイ

ンン
用用

ブブ
ドド

ウウ
栽栽

培培
着着

手手
⇒⇒

はは
じじ

めめ
はは

形形
態態

学学
的的

なな
分分

類類

•
1

9
5

0
年年

代代
深深

刻刻
なな

ウウ
ィィ

ルル
スス

問問
題題

：：
生生

産産
性性

やや
品品

質質
のの

低低
下下

出出
回回

っっ
てて

いい
るる

苗苗
木木

のの
不不

正正
確確

ささ
•

1
9

5
2
年年

カカ
リリ

フフ
ォォ

ルル
ニニ

アア
ブブ

ドド
ウウ

認認
証証

組組
織織

（（
ハハ

ロロ
ルル

ドド
・・

オオ
ルル

モモ
博博

士士
））

苗苗
木木

のの
ウウ

ィィ
ルル

スス
チチ

ェェ
ッッ

クク
とと

フフ
リリ

ーー
化化

にに
着着

手手
•

1
9

5
8
年年

F
P
S
（（

フフ
ァァ

ウウ
ンン

デデ
ーー

シシ
ョョ

ンン
・・

ププ
ララ

ンン
トト

・・
ササ

ーー
ビビ

スス
））

苗苗
をを

集集
めめ

てて
ウウ

ィィ
ルル

スス
フフ

リリ
ーー

化化
すす

るる
カカ

リリ
フフ

ォォ
ルル

ニニ
アア

ワワ
イイ

ンン
用用

ブブ
ドド

ウウ
登登

録録
認認

証証
（（

R
&

C
)ププ

ロロ
ググ

ララ
ムム

のの
導導

入入
“r

e
g

is
te

re
d

 v
in

e
s”

とと
“c

e
rt

if
ie

d
 

v
in

e
s”

世 世
界界

中中
かか

らら
クク

ロロ
ーー

ンン
のの

輸輸
入入

とと
カカ

リリ
フフ

ォォ
ルル

ニニ
アア

内内
のの

クク
ロロ

ーー
ンン

のの
収収

集集
F
P
S
のの

初初
期期

のの
クク

ロロ
ーー

ンン
はは

デデ
ーー

ヴヴ
ィィ

スス
校校

のの
科科

学学
者者

たた
ちち

がが
収収

集集
•

1
9

9
0
年年

代代
大大

量量
のの

クク
ロロ

ーー
ンン

をを
フフ

ララ
ンン

スス
かか

らら
輸輸

入入


E
N

T
A

V
とと

のの
ララ

イイ
セセ

ンン
スス

契契
約約

ああ
りり

デ
ィ
ヴ
ィ
ス

校

フフ
ァァ
ウウ
ンン
デデ
ーー
シシ
ョョ
ンン
・・
ププ
ララ
ンン
トト
・・

ササ
ーー
ヴヴ
ィィ
スス

ナ
パ
・
ヴ
ァ

レ
ー ソ
ノ

マ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
デ
イ
ヴ
ィ
ス

校
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